
インディアナ州概要

政 治 経 済 日本との関係

【州政治】
１．知事：ミッチ・ダニエルズ

(Mitch Daniels)(共)
２００５年１月就任，現在２期目

２．議会構成：二院制（１０年１１月選挙結果）
上院議席数 50 民主党１３ 共和党３７
下院議席数100  民主党４０ 共和党６０

３．内政状況：
インディアナ州は伝統的に共和党が強く，大統領選

では2008年にオバマ大統領が１％の僅差で勝利す
るまで44年間共和党候補が勝利してきた。

2010年中間選挙では高い失業率，連邦政府の医

療保険改革への不満等からくる反民主の雰囲気も追
い風となり，連邦・州選挙ともに共和党が躍進。州議
会では，選挙前から共和党が過半数を占めていた上
院に続き，下院も共和党が過半数を制した。
同党のダニエルズ知事は共和党が多数を占める州

議会とともに，刑事司法制度やタウンシップ制度，教
育制度の改革を進めていくとしている。

【連邦政治】
１．大統領選挙人数：11名
２．2008年大統領選挙における勝利政党：

民主党（得票率49.9％）

３．連邦上院議員
リチャード・ルーガー(Richard G Lugar）（共）
ダン・コーツ(Dan Coats)（共）

４．連邦下院議員（議席数９名）
民主党３名 共和党６名

【州経済】
１．主要産業
・農業：穀物（トウモロコシ，大豆）
・工業：鉄鋼，自動車部品

２．GDP：2,626億ドル(2009年)
３．１人当たり個人所得：33,912ドル(2009年)
４．失業率：9.8%(2010年12月)
５．輸出額：22,907百万ドル(2009年)
６．輸出品目：化学製品，輸送用機器，一般機械，
電算電子機器，一次金属産品
７．輸出相手国：

カナダ（37%)，メキシコ(8%)，英国(7%)，
フランス(6%)，ドイツ(5%)，中国(4%)，日本(4%)
８．予算：（2009年）

(出典：U.S. Census Bureau)
歳 入：27,947百万ドル
歳 出：32,719百万ドル
累積赤字：23,712百万ドル

９．経済状況
インディアナ州は，「アメリカの十字路」と呼ば

れる水陸交通の要所。多くの製造業が進出し，
労働人口の約30%余が製造業に従事している。

特に，鉄鋼や自動車部品関連産業が強く，周辺
州の自動車産業に原材料を供給している。また，
農業も盛んで，大豆生産が全米４位，トウモロコ
シが同５位，豚肉が同５位となっている。

【対日経済】
１．対日輸出額：824百万ドル（2009年）

２．主要輸出品目：化学製品，その他製造業，電
子電算機器，輸送用機器
３．日系企業の進出数：216事業所(2009年10月
現在)

１．全般
東京都に州事務所を設置，日系企業の誘致を図っている。

２．要人往来
05年7月，06年6月及び10年11月，ダニエルズ知事が貿

易投資代表団を率いて訪日。
07年5月，山本経産副大臣来訪，ダニエルズ知事と面会。
07年9月及び09年9月，ダニエルズ知事が日米中西部会

出席のため訪日。
３．文化，広報関係：
インディアナ日米協会が活発に活動。1988年の協会設立

時には，ダニエルズ州知事の父が初代専務理事として尽力。
インディアナポリス美術館は江戸時代の日本美術を中心

としたコレクションを所持していることで有名。
2009年には，国際交流基金巡回展「武道の精神」展を

フォートウェインで開催。
2010年には，毎夏のインディアナ・ステートフェアにおいて，

日本パビリオンが設置され，太鼓演奏，日本食紹介等各種
イベントが行われた。
４．在留邦人数（2011年1月18日現在）

5,069人
５．姉妹州県・都市関係（１２）
栃木県―インディアナ州
久慈市（岩手県）―フランクリン
多治見市（岐阜県）―テラ・ホート
塩尻市（長野県）―ミシャワカ
高岡市（富山県）―フォートウェーン
静岡市（旧蒲原町）（静岡県）―シェルビービル
角田市（宮城県）―グリーンフィールド
太田市（群馬県）―ラフィエット・西ラフィエット・ディピカヌー
河内長野市（大阪府）―カーメル
みよし市（愛知県）―コロンバス
栃木市（栃木県）―エバンスビル
田原市（愛知県）―プリンストン市・ギブソン郡

６．名誉総領事
ロバート・レイノルズ（インディアナポリス）

面積：94,322平方キロ
(日本の本州の約2/5)
(全米50州中38位)

人口：6,483,802人
(2010年国勢調査)(全米15位)

平成２３年１月現在
在シカゴ総領事館


